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第 1 類 客体変化動詞の受動形持続相が結果持続の意味を実現させた場合
第 2 類補助動調テアルが用いられている存在型受動文の場合
第 3 類 主語が動作主自身の身体部分である場合







2 . 1 動作主が分からないために不明示となる場合
2.2 文脈や場両で分かるために不明示となる場合








「ニ，ニヨッテ，ノタメニJ と二次的なもの「カラ，ノ手デ，ノ問{ニ/デ}，デJ に振り分けた。さらに， rノタメニ」
の周辺的性格を明らかにすること，および「非人格的役割を担う名詞句が受動文の新主語であるとき，人格的役割を
担う旧主語をニ格で表示してはいけないJ という「人格制約J がかかっている「ニj の不備を補うために，蘭学翻訳
を通して「ニヨッテ j が生まれたという先行研究を踏まえながら，主要な一次的動作主マーカーである[ニJ の性格
を際だたせた。






























































また，受動文使用の動機づけとして， (1)テキストにおける主語・テーマの統一・維持， (2)視点， (3)動作主の非焦点
化，の三つを取り出している。もっとも，これ自体はさほど目新しいものではない。しかし，始発文として使われる
「猫が犬に追いかけられている」や，始発文であり，かつ視点を当てにくい物主語が来ている「改革・開放路線をひた
走る中国で，芸術性を条件にヌード写真規制が緩和された J，といった的確な証例を上げることによって，受動文使用
の動機として，視点や動作主の非焦点化を，テキストにおけるテーマ維持とは，別に取り出さなければならないこと
を，極めて説得的に示している。
さらに，現象を平面的に捉えるのではなく，立体・構造的に捉える努力を試みている。多様な動作主マーカーに対
して，まず，能動文でも同じ用法で現れるか否かを基準にして，考察・分類を行っている。同じ用法で能動文に現れ
えないものは，受動文の動作主マーカーとしての文法形式化の進んだものであると言える。それらを，専用化した一
次的な動作主マーカーとして，それ以外の二次的なマーカーから区別して取り出している。その後，一次的なマーカ
ーと二次的なマーカーに対して，詳細な記述を行っている。
多量のデータに基づく調査は，本論文の長所でもあり強みでもあるものの，外国語話者にとっては仕方がないこと
ではあろうが，本論文には，採集したデータを過信し，結論を導き出す傾向がないわけではない。また，実態や傾向
は，多量のデータに基づく本論文の調査・考察により，従来の研究に比して随分明らかになったし，そういった実態
や傾向の生じる根拠・原理への考察も存しはするが，本論文の分析・記述の対象全体に対して，この種の踏み込んだ
考究があればさらに良かったと思われる。
しかし，上述したような点は，本論文全体の価値を損なうものではない。本論文が日本語の受動文の形式と意味・
機能の両面にわたる重要ないくつもの課題を取り上げ，従来の受動文の分析・記述を精密にし，日本語の受動文に対
する研究を前進させた意義は大きい。
本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位に十分ふさわしい価値を有するものと認定する。
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